









甲南経営研究第41巻第 1・2号 (2000.10) 
国際会計基準委員会の再出発















ty)」が IA S40号として公表されることによ って完成し， しか も証券監督
者国際機構 (InternationalOrganization of Securities Commissions: IOSCO) 
(2) 
が本年 5月17B付で，コア・スタンダードを承認した。創設以来四半世紀を







像を求めて，すでに1997年に戦略作業部会 (StrategyWorking Party: SWP) 
を設置し，第 4段階への方向を検討していた。そして， SWPは， 1998年12

















(3) IASC, Strategy Working Party, A Report of the International Accounting 
Standards Committee's Strategy Working Party, Recommendations to the 
IASC Board, Recommendations on Shaping IASC for the Future (London, IASC, 



























において提案された 2つの機関，すなわち理事会 (Board) と基準開発委

















針 委 員 会 (StandingInterpretations Committee) と基準助言会議
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理事会は 3月17日に最終報告書における新提案を実現するために， IA 








• Dr Karl H. Baumann, Chairman of the Supervisory Board, Siemens AG, 
Deputy Chairman DRSC (the German National Accounting Standards Setter) 
• Mr James E. Copeland, Jr, Chief Executive Officer, Deloitte Touche 
Tohmatsu 
• Mr Howard Davies, Chairman, UK Financial Services Authority 
• Mr Arthur Levitt, Jr, Chairman, US Securities and Exchange Commission 
• M Michel Prada, Chairman, French Commission des Operations deBourse 
• Mr Andrew Sheng, Chairman, Hong Kong Securities and Futures Commis-
sion 









月1Bより新たな組織構造の IASCが効力を発行することとなる。 IA 
SC議長， StigEnevoldsenは「新たな定款の承認によって， IASC 
のメンバーは公共の利益への知恵と献身を示した」といっている (http:/














(7) An Interview to Sir Bryan Carsberg: IASC-In Good Shape to Complete, 
FT World Accounting Report, January 1998, pp.7-9. 
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の3点である。第 1に， SDCによ って会計基準が開発され，拡大された理
事会にその承認を求めて提案される。第 2に， SDCの活動を解釈指針委員
会 (StandingInterpretations Committee: SIC), 甚準開発助言委員会
(Standards Development Advisory Committee: SDAC), I A S Cの諮
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第 1章 序 説 (1 -4) 
第 2章勧告 (5 -8) 
第3章 IASCの目的及び戦略 (9 -17) 
第 4章提案された構造 (18-70) 
第 5章デュー プロセス (71 -82) 
第 6章実施，施行及び訓練 (83-89) 
第 7章財政 (90-96) 
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(98) 
A. 理事会メンバーの選任基準















平洋地域から 4名，その他の地域から 3名が選任される。また， 19名のメン
バーのうち， 5名はIFACの指名により選任され，そのうち 2名は国際的会
計事務所の上級役員であることが必要である。また，財務諸表の作成者，利
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解釈指針委員会 (StandingInterpretations Committee) 




















































新たな組織を実施した後， 3年経過後，再考されるであろう (35 (d))」と
「勧告」もい っているように，これが最終的なものとはいえ ないであろう。
すでに述べたように，「将来像」から「勧告」への変更過程において多く
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わる組織として，国際会計基準設定機関 (InternationalStandard Setter: 
ISS), 国際解釈指針委員会 (InternationalInterpretation Committee: IIC) 
およぴ国際会計士グループ (InternationalProfessional Group: IPG)の
3つを提案している。 IS Sは会計甚準を開発し，自ら公布する意志決定を
行う機関である。基準設定過程に各国の基準設定機関が参加するものの， I 
SSはあくまでも独立した組織である。また， I I Cは甚準の適用から生じ
る問題を処理するための機関であり， ISSをサポートする。 IPGは，各国
の会計士団体から組織され，基準の保証機能，準拠性，および普及と教育を
担当する。 I S SがSDCに相当する組織ではあろうが，簡単すぎて， SD 
Cと理事会との関係を考える上においては問題があるように思える。むしろ
前述の 2点の修正提案が参考になるであろう 。





























































(13) 3月23日の理事会およぴ 5月24日の IASCのメンバーによって， 2001年 1月
より再出発する IASCの新たな定款が全会一致で承認されている。その定款にお
いて規定された「 IASCの目的」の第一は，「世界の資本市場における参加者お
よびその他の利用者の経済的意志決定を支援するために，財務諸表およびその他の
財務報告において，質の高い，透明な，比較可能な情報を要求する，質の高い，理
解しうる，かつ強制力のある (enforceable)グローバルな会計基準を開発するこ
と」といっている。「強制力のある」との文言のなかに再出発する IASCの位置
と方向が端的に表現されていると考えられる。
36 
